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水型から見た東シナ海 ・黄海の水塊解析と底魚漁場について
松 宮 義 晴 ・和 田 時 夫*・ 岡 正 雄
By the Bivariate Distribution of Water Type, the Water Mass 
Analysis and the Distribution of Fishing Ground of Demersal 
     Fish in the East China Sea and the Yellow Sea
Yoshiharu MATSUMIYA, Tokio WADA, and Masao  OKA
 In order to analyze the water mass in the East China Sea and the Yellow Sea, the data of 
oceanographic observation (1958-4974) were examined. The bivariate distribution of volume 
of water type (in terms of temperature and salinity) and geostrophic velocity by season were 
calculated. Then, mode of bivariate distribution of water type by the fishing ground, and 
water characteristics of the fishing ground of typical demersal fish were indicated in relation 
to the distribution of water masses. Several important observations were enumerated as 
follows. (1) The distribution of water masses in this paper agreed approximately with the 
old reports, but the range of the Yellow Sea Bottom Cold Water was narrower than the 
usual information. (2) At southern part of the East China Sea, the bottom water originating 
in warm current was recognized on  the continental shelf (3) From spring to autumn, the 
remarkable southward current was calculated on the shelf edge at middle and southern part 
of the East China Sea. It suggested that the direct mixing of the Kuroshio water and the 
water mass on the shelf was not so much. (4) The bivariate distribution of water type by 
the fishing ground agreed generally with the distribution of bottom water. The usual 
information about the distribution of typical demersal fish could be supported from the 
viewpoint of distribution of water masses.
東 シナ海 ・黄海は,そ の大部分を大陸棚によ って 占
め られ,生 物相に厚 く底魚類 ・浮魚類の好漁場 となっ
てい る。 その海洋構造についてはこれ までに多 くの研
究で,そ の概要が明 らかとな り,現 在では大陸斜面上
での微細構造 の解明,風 などめ気象要素 も含めた数値
実験な ど,東 シナ海 ・黄海 の海洋像をよ り具体 的なも
のとす るための努力がは らわれ ている。 しかしながら
大陸棚上での水塊の形成機構や配置,そ の性状,変 動
の状況等についてはなお不明な点が多い。
また東シナ海 ・黄海産 の各種 の底魚類について多 く
の漁業生物学 的研究がなされて いるが,底 魚類 の分布
・移動 と海洋構造 との関係を具体的に論 じているもの
は少ない。
このよ うな課題の解明は基本的には今後の研究 に待
つべ きものであるが,こ れまでの知見 や観 測結果か ら
何 らかの考察 を加え てお くことは,そ の問題点を明確
にす る上に も将来 の研究に とっても重要で あると思わ
れ る。そ こで本研究では,COCHRANE(1),MONTGOMERY
(2);YASUIetal.(3)に ならって東 シナ海 ・黄海に
おいて水型 の頻度分布か ら水塊の分析 を行 なうととも
に地衡流速および水型輸送量を求 め,こ れ までの研究
結果を参照しながら水塊の配置,性 状 およびこれ らの
季節変動の把握 を試 みた。 さらに これ らの結果か ら底
魚漁場および各種 の底魚類 と水塊配置 との関連につい
て考察を加 えた。
本論に先立 ち,本 論文の御校閲を頂 くとともに,数



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Fig.10. Water characteristics of the fishing ground of the yellow croaker. Numbers on
        the diagram give the permillage of volume of water type.
         要   約
1.東 シナ海 ・黄海 の水塊構造 の具体的把握を試み,
 さらに底魚漁場 との関連について考察 した。
2.1958年 か ら1974年 まで の各種の海洋観測資料か ら,
 季節 ごとの水型頻度分布,地 衡流速,水 型輸送量を
 計算 した。 また中嶋 ・真 道(4)が 分けた底魚漁場 区
 画 ごとの水型頻度分布 を計算 した。
3.計 算結果をT-Sdiagram上 に表わ し,水 塊 の配
 置 および季節変動について考 察した。水塊配置につ
 いて は従来の報告をほぼ裏付 け る結果が得 られた。
4.黄 海底層冷水の 占め る範囲は これ まで考え られて
 いた よ りも狭 く,東 シナ海北部 か ら中部にかけての
 海域 は,黄 海系 の冷水 と対馬暖流 の勢力の消長に支
 配 される変動 の大 きな海域であ ることが 明らかにな
った。
5.東 シナ海中部か ら南部 にかけての大 陸棚上 には周
年比較的安定した状態で 暖水系の底 層水 が認 め られ
たが,こ れに関連 して この海域に環流 が存在す る可
能性を示 唆した。
6.流 動 については,東 シナ海 中部か ら南部にかけて
の大陸棚の東部に,春 季 か ら秋季にかけて顕著な南
向きの流れが見 られ,黒 潮 と大陸棚上 の水塊 との直
接 的な混合 は少ない と推定 された。
7.底 魚漁場 の水型頻 度分布 は一般 に底層水 の分布 と
よ く対応していた。
8.代 表的底魚数種(マ ダ イ ・コウライエ ビ ・キグチ)
の漁獲水域の水型頻度分布は,底 魚類 の分 布に関す
る従来の知見 を裏付 けるものであ ったが,移 動に対
す る水塊の影響 は顕著 に示 されなか った。
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Fig，　！1． Model　of　the　construction　of　water　masses　in　the　East　China　Sea　and’gethe
Yellow　Sea．　（lnoue，　1975）
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